
地域女性活躍応援事業【山形県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 ５２２ 千円

交付金額 ２６１ 千円

事業番号 １

【村山地域】
≪目標≫パネル展示企業数2社
≪実績≫企業1社、高等学校1校
【最上地域】
≪目標≫参加者数20名≪実績≫参加者数33名
【置賜地域】

≪目標≫参加者数20名 満足度80％以上
≪実績≫参加者数20名 満足度100％
【庄内地域】
≪目標≫満足度80%以上
≪実績≫参加者数50名 満足度100%

・域内市町村等

・さらに多くの企業等に展示してもらえるよう継続して働き
かけを行う必要がある。

・継続して研修会等を開催することで、更なる意識啓発を
図っていく必要がある。

・置賜地域はほかの地域に比べ、女性の生き方に関する
情報提供を求める声が多いため、今後も情報発信が必要。

・引き続き、ワーク・ライフ・バランスや女性活躍を推進して
いくことが必要。

・啓発パネルの貸出先より「職場や家庭でのアンコン
シャス・バイアスに気付くことができた」等、意識改革に
つながったとの声があった。

・参加者からは「すべての格差がなくなり、誰でも平等、
なんの障害も感じない社会になる着実な一歩だと思っ
た」等の声が聞かれ、意識の向上や醸成につなげること
ができた。

各地域において各々の課題を把握し、課題解消に向けた
事業を実施した。

・村山地域では、「夫が働き妻は家庭を守るのがいい」と
答えた割合が最も多く、アンコンシャスバイアスの解消が
求められることから、総合支庁が主体となって啓発活動
を強化していく必要がある。

・最上地域では、男女共同参画の意識醸成が不十分で
女性の社会活動への参画率が低いため、女性の活躍や
ワーク・ライフ・バランス推進のための取組みが必要。

・置賜地域は他の地域に比べ、女性の生き方に関する情
報提供を求める声がより多いため、健康やライフプランの
重要性を伝えるセミナー等の実施が必要。

・庄内地域は、家庭生活、仕事、地域活動のバランスが
取れていると思う者の割合が29.7％と低く、ワーク・ライ

フ・バランスの実践が課題。今後は、企業や女性の、女性
活躍やワーク・ライフ・バランスに関する意識改革が必要。



事業の概要

• 男性の育休取得や家事育児参加に係る啓発ポスターを作成し、実際に企業を訪問して、男性育休
取得への理解を促すとともに、パネル掲示を提案して、掲示を行う。

事業概要

開催実績

男性育休・アンコンシャスバイアスに係るパネルの作成（計3枚）・企業訪問・掲示
■掲示場所
≪企業≫スズキハイテック（株）
≪学校≫山形県立山形工業高等学校

■内容
企業を訪問し、男性育休取得の状況やアンコンシャス
バイアスの認知度について聞き取り。啓発パネルの掲示
及び周知を依頼。

事業目標

（目標）２企業に貸出⇒（事業実績）１企業、１高等学校

企業等の声

・男性育休について、30代～40代の従業員は、育休制度を知りながらも休みを
悪いことだと考えている人が多い印象。
・アンコンシャスバイアスについては、言葉すら知らない人がまだまだ多い。今後
勉強したいと思っていたが何を基にすればよいかわからなかった。このような
パネル掲示の話をいただけて良かった。

・企業でも女性マネージャーは増えてきている。今後もパネルを活用しながら周知を行い、女性が
活躍できる環境づくりを推進していきたいと思っている。



事業の概要

   「性別」に関する「アンコンシャス・バイアス」について理解を深めるため、子育て支援者等を対象

にしたセミナーを開催し職場や家庭、地域の中でより良いコミュニケーションや自身の可能性を広げ
るきっかけづくりの機会とする。

事業概要

開催実績

「アンコンシャス・バイアスセミナー」 R５.12.13（水）

■対象：子育て支援関係者等

《講師》 伊藤 眞知子 氏

（山形県男女共同参画センター「チェリア」館長）

《演題》 アンコンシャス・バイアスセミナー

～日々の子育ての中の無意識の思い込みに気づく～

事業目標・ＫＰＩ

（目標） 参加者数：20人 ⇒ （事業実績） 33人

アンケート結果・参加者からの声

〇アンコンシャス・バイアスが自分にはたくさんあることがわかり、それが誰かを傷つける可能性が

あることを初めて意識した。〇子育て分野のアンコンシャス・バイアスは根が深いと感じた。子ども

を取りまく環境をより深く考えていきたい。〇職場や家庭、地域での生活の中で無意識の思い込み

、決めつけによる考え方が多い事に気づいた。人に対して押し付けや決めつけがないように意識を

変えた見方をしていきたい。



事業の概要

幅広い年代の女性を対象に、心身の健康やライフプランについて具体的に学ぶセミナーの開催

事業概要

開催実績

女性向けライフデザインセミナー R５.１０.２８（土）

■対象：県内在住の女性

■講師：MOTHER design   代表 わだ ゆきこ氏（第１部）

 ヨガインストラクター 引地  玲菜氏 (第２部）

●内容 ～私らしい生き方のレシピ～今、ここから幸せに生きる方法

第１部：講演

第２部：ヨガ体験

事業目標

アンケート結果・参加者からの声

・自分がどうありたいか普段考えずに流されて生活していることに気付けた。

・自分に優しくなることが家族や周りの方にもプラスになりそう。

・改めて人生を後悔なく生きていきたいと思った。

・頭も心も身体もリフレッシュできた。

（目標①） 参加者数：20人 ⇒ （事業実績） 20人
（目標②） 参加者アンケートによる満足度：80％以上 ⇒ （事業実績） 100％



事業の概要

庄内地域において多様な働き方を推進している企業や「自分らしい働き方」を実践している女性に
よる事例発表などのセミナーを開催するとともに、ワーク・ライフ・バランスの推進を実践している企業
を紹介するパンフレットを作成・配布し、企業の取組拡大や女性の意識改革につなげる。

事業概要

事業実績

①庄内で多様な働き方推進セミナーの開催 （令和６年２月２１日 オンライン開催）

■講演 「女性も男性も多様な働き方と暮らしを」 山形県男女共同参画センター「チェリア」館長 伊藤 氏

■事例発表 「私の働き方」 （株）プレステージ・ヒューマンソリューション、鶴岡信用金庫、（有）菅原物流

■パネルディスカッション 「『自分らしい働き方』って？」 （パネリスト：講師と事例発表者）

②パンフレット「ワーク・ライフ・バランス実践企業の紹介」の作成・配付

ワーク・ライフ・バランスの推進を実践している企業（株式会社プレステージ・ヒューマン

ソリューション、鶴岡信用金庫、有限会社菅原物流）の取組みや従業員の声を紹介。

県内関係機関の他、庄内管内の市町、企業、団体、児童施設、医療機関に配布。

参加者の声

・無意識のうちに自身を過小評価してしまうので、講師の「自分へのバイアスを解く」に感銘を受けた。
・会社や家族と協力しながら、目標を持って働いている姿に、同じ子育て中の身として励まされた。

企業でのワーク・ライフ・バランスの実践や
女性が自己実現できる働き方の意識醸成につなげていく

事業目標

セミナー参加者満足度 目標値 ８０％ ⇒ 実績値 １００％（大変良かった６９％、良かった３１％）
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